
 

※ 耕畜連携を通じた国産稲わらの飼料

利用の促進、稲発酵粗飼料の生産拡大

を進めます。 

※ 中山間地域の耕作放棄地や野草地・林

地、水田における放牧を進めます。 

※ 飼料生産労働の軽減を図るため、コン

トラクターを育成します。 

飼料自給率の目標は３５％（現状は２４％！） 

やればできる

なんと、粗飼料まで輸入頼り！（粗飼料の自給率７６％）

粗飼料だって、「地産地消」が大原則。 

国も地方も農業団体も汗をかいて目標を実現 

「飼料増産運動」を通じて具体的に取り組もう！ 

農林水産省生産局畜産部畜産振興課 

● 食料自給率の向上は、自給飼料生産から。 


